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2023年９月３日 久宝教会 礼拝メッセージ 

「大事にされたい」        水谷憲牧師 

聖書  ルカによる福音書 １４章 ７－１４節 

 「自尊」という言葉があります。英語では「pride」ですね。「自尊心を傷つけられ

た」とか、「子どもの自尊感情を育てる」などという言い方をすることもあります。そ

の「自尊」、英語で言うプライドには、２つ意味があるわけです。１つは、「自分を大

事にし、誇りを持つこと」。つまり「自分という存在もかけがえのないものなんだ」

「あなたはあなたで自分らしさを大切にしていいのだ」と、「自ら」を「尊い」もの

なのだと受け入れることです。マイナスに評価してしまいがちな自分という存在を、

プラスに、前向きに、肯定的に、積極的に評価しようとすることなんですね。それに

対してもう１つの意味は、「自分自身を相当な存在であると思い込むこと」。これ

は「自分という存在もかけがえのないものなんだ」と受け入れるどころか、もうそん

な「受け入れる」といったレベルは飛び越えてしまって、「自ら」が「尊い」ものなの

だと思い込む、うぬぼれてしまうことです。 

 「自らを尊いものだと受け入れること」と、「自らが尊いものだと思い込むこと」。

この２つの意味は、似ているようでいて大違いですね。実はどちらも、自分と他人

とを比較してしまうというところからスタートしているわけなんですが、じゃあこの２

つがどう違うかというと、そのゴールというか、行き着くところが全く違ってしまって

いる。前者は「自分も他の人と同じようにかけがえのない存在なんだ」と、いろん

なそれぞれの能力の差はあるかもしれないけれども、そんな能力の高い低いなど

は関係なくて、存在の価値としてはみんな同じ、「あなたも私も同じように尊いんだ」

という結論です。しかしもう一方は、自分自身を相当な存在であると思い込む、つ

まり「相対的に自分はプラスで他の奴はマイナスなんだ」という結論になるわけな

んです。スタートは同じなのに、こちらの方はゴールが行き過ぎたところにある、と

いうか、ちょっと突き抜けすぎですね。「ちょっとちょっと、ゴールはここですよ。どこ

まで走っていくの、行き過ぎ行き過ぎ！」という感じです。私たちは、大人であれ子

どもであれ、自分に自信を持つこととか自尊心を育てることっていうのは、非常に

大切なんですけど、しかし変な自尊心の育て方をしてしまうと、それがうぬぼれに

なり、優越感になり、他者を見下す差別へとつながってしまうことに注意をする必

要があるように思います。難しいことです。 

 ある安息日にイエス・キリストは、ファリサイ派のある議員の家に食事に招かれま

した。安息日というのは、私たちが日常の仕事や日常の営みから離れて、自分と
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神様との関係を見直し、自分と隣人との関係を見直し、自分自身の姿を振り返る

ために与えられた日だと言えます。だからきっと、安息日には何も仕事をしなけれ

ばいい、独りで家にこもってじっとしていればいいということではないんですね。で

すから今回キリストが招かれたという食事の席も、これから始まる新しい１週間を

体力的、精神的、霊的に力を回復して、隣人と共に、そして神様と共に歩んでいく

ための、いやしと喜びに満ちた交わりの場であるべきだったんです。それなのに、

実際はそうではなかった。そこに水腫を患っていた人がいたのですが、彼はまるで

ほったらかしでした。イエスはとても黙って見ておれず、彼の手をとって、病気をい

やして帰されました（ルカによる福音書１４：１－６）。 

 しかし、イエスがそんな可哀想な病人をいやし、それを黙って見ていた彼らに「自

分の息子だったら、自分の牛だったら、安息日だからと言って助けずにおれるのか」

と苦言を呈した後も、彼らは上席を選んだりしているわけです。ここからが今日の

話になるわけですが、イエスはここでも彼らに一言ずつ言わずにはおれなかった。

一言ずつというのは、上席を選んでいた客に対してと、招いてくれたファリサイ派

の議員に対してです。 

 まずイエスは、上席を選んでいた客に言います。「婚宴に招待されたら、上席に

ついてはならない。後からもっと身分の高い人が来て、席を譲らないといけなくな

ったら、恥をかくだろう。招待を受けたら、むしろ末席に座っておきなさい。誰でも高

ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められるのだ」と。イエスは決して社会的マナ

ーとか謙遜の勧めとかいうレベルの話をしているわけではありません。イエスは、

人よりもよい席を選ぼうとする、上座を選ぼうとするような彼らの姿が、自分は相

当の者であると自惚れている者の姿であることを指摘しているんです。他人と自

分とを比べ、自分の方が正しいはずだとか、自分の方が上、よい席に座ることが

できるはずだなどと思い込むことが、まさに他者を見下し、押さえつけ、切り捨てる

差別の構造にはまってしまっているんだと。 

 次にイエスは、食事に招待してくれた人にも言います。「昼食や夕食の会を催す

時には、友人も、兄弟も、親類も、近所の金持ちも呼んではならない。宴会を催す

時には、むしろ、貧しい人、体の不自由な人、足の不自由な人、目の見えない人を

招きなさい。そうすれば、その人たちはお返しができないから、あなたは幸いだ」と。

昼食や夕食の交わりには、もちろん気心の知れた人、仲の良い友人を呼んだほう

が楽しめるでしょう。しかし、弟子たちだけでなく、ファリサイ派であっても、また徴

税人や罪人であっても、そんなことにとらわれず食事を共にし交わったイエスは、
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私たちがそのように親密な者同士だけの閉じられた交わりで満足してしまうこと

を望んではおられないんでしょう。イエスは次のように言っておられたことを憶えて

おられるでしょうか。「自分を愛してくれる者を愛したところで、あなた方にどんな

報いがあろうか。自分の兄弟にだけ挨拶したところで、どんな優れたことをしたこ

とになろうか」と。イエスは、私たちが普段なかなか交わる機会の少ない人、特に

そのお返しができないような人々を招いて、その出会いと交わりの中でお互いに

喜びを分かち合うことこそが大事なことなのだ、と言っているように思えます。しか

しそれは改めて考えてみると、イエスの私たちに対する招き、あるいは神様の人間

に対する招きと同じ構図なのではないか。私たちは本当にちっぽけな、しょーもな

い者ですから、キリストを通して神様から受けた多くの恵みに対して、何もお返し

することができません。できることと言えば、私たちが神様の方を向いて、神様の

喜ぶような歩みをしていくことくらいですが、それさえも私たちはどれだけできてい

るか。実際そんなこと全くできていないに等しく、それを思うたびに私たちは神様

ごめんなさいと謝らざるを得ないような状態です。私たちは神様やイエス・キリスト

にいつもいつも見守っていただいて、支えていただいて、励ましていただいて、祈り

を聞いていただいて、もういただきっぱなしなわけです。だから私たちが、神様にと

ても返しきれない御恩のほんのわずかな分を、隣人に、特に日ごろ何かと排除さ

れがちで、何のお返しもできないような人たちにおすそ分けしていくことが、神様

に対するせめてもの御恩返しなのだと思うわけです。 

 「自分という存在もかけがえのないものなんだ」と受け入れるという意味におい

ての自尊心というものは、決して自分ひとりの力では育たないものです。自尊心と

いうものは、こんな自分でも誰かに必要とされ、肯定されているのだといううれし

い実感や体験によって育てられていくんです。つまり自尊心が育てられる体験は、

他者との交わりというものが前提になっているわけで、そんな他者との交わりの中

で誰かに受け入れられ、肯定されていくためには、自分も同じようにその誰かを理

解し、受け入れようとすることが求められるように思うんです。 

 「理解する：under-stand 」とは、相手よりもより低いところに立って、相手のこ

とを教えてもらおうとすることであるといいます。もちろん私たちは、他者のことを

全て理解しきれるはずはないんですけど、でも高い所から眺めるのではなく、相手

と同じ目線に降り、あるいは相手よりもより低いところに立つことで、その人につい

て初めて気づかされることもあるでしょう。あいつはああだけど俺はこうだ、自分は

あいつらよりもこうだ、自分はこいつなんかと一緒にされたくない、などと自尊心に
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任せて他者と距離を取っていては、いつまでたっても対話は成り立たず、距離も縮

まらず、相手を理解し受け入れることなどできず、差別的な視点からも抜け出すこ

とができていかないでしょう。誰かに大事にされたいのはみんな同じ。自分という

存在が大事にされたいと思うのであれば、私たちはまず他者の存在を理解しよう

と、受け止めようとしないといけない。水腫の人や、見返りが期待できなさそうな人

に対して、まごころから、尊敬を持って、いたわりの声や手を差し伸べることができ

るような人であれば、自然とみんな自分を上席、上座へと案内してくれますよ。イ

エス・キリストや神様が私たちに対してくださるがごとく、私たちもお互いに、こちら

から相手を理解しよう、こちらから相手を受け止めようとしつつ、かけがえのない

存在としてお互いを大事にし合っていきたいものだと思います。 


